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今月の紙面

データで知る帯広
12月末の人口と世帯数
人口▶167,653人
 （前月比－58人）

　男▶80,024人
　女▶87,629人
世帯▶87,166世帯
 （前月比－65世帯）

8件（前月比＋6件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,049t
（前年同月比±0t）

677t
（前年同月比－25t）

12月の火災発生件数

12月の家庭ごみ排出量

市・道民税の申告は２月
８日から３月15日まで	… 2

■
献血で救える命がある
	………………………… 3

■
60歳から始める学びの場		
	………………………… 4

■
嘱託職員・臨時職員の
募集案内	……………… 9

　税額を決めるだけではなく、
国民健康保険料などを決定す
るのに必要な手続きです。期
間内に申告してください。

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

10時～20時（最終日は18時まで）10時～20時（最終日は18時まで）

冬
は
緑
ヶ
丘
公
園
が

ア
ツ
い

　

今
年
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
緑
ヶ
丘
公

園
（
緑
ケ
丘
２
）
に
集
約
し
て
開
催
し

ま
す
。
３
夜
連
続
で
開
催
す
る
花
火
大

会
、
外
遊
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ア
ツ
ア

ツ
の
食
べ
物
。
し
っ
か
り
着
込
ん
で
、

冬
を
満
喫
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
人
も
楽
し
い
冬
の
外
遊
び

　

長
さ
27
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
滑
り

台
、
高
速
回
転
が
大
人
気
の
回
転
ソ
リ
、

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
子

ど
も
と
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

雪
と
氷
の
造
形
物
が
充
実

　

市
民
な
ど
に
よ
る
最
大
30
体
の
雪

像
・
氷
彫
刻
や
、
小
学
生
の
ア
イ
デ
ア

が
詰
ま
っ
た
約
１
６
０
０
個
の
氷
の
お

面
を
展
示
し
ま
す
。
広
場
中
央
に
は
氷

で
建
て
た
カ
フ
ェ
が
お
目
見
え
。
昼
も

夜
も
、
写
真
映
え
間
違
い
な
し
で
す
。

ア
イ
ス
マ
ル
シ
ェ
で
飲
食
を
楽
し
む

　

た
く
さ
ん
の
飲
食
ブ
ー
ス
が
並
び
、

十
勝
産
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ
た
充
実
の

食
が
堪
能
で
き
ま
す
。

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

会
場
周
辺
の
駐
車
場
は
大
変
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
帯
広
競
馬
場
南
側
の
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
会
場

ま
で
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
バ
ス

の
乗
降
場
は
、
競
馬
場
、
帯
広
駅
南
、

藤
丸
（
帯
広
郵
便
局
）
前
、
緑
ヶ
丘
公

園
で
す
。
詳
細
は
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
緑
ヶ
丘
公
園
内
に
は
身
体
障

害
者
駐
車
場
（
５
台
分
）
が
あ
り
ま
す
。

運
行
時
間

▽
２
日
㈮
、
15
時
～
20
時
30
分

▽
３
日
㈯
、
９
時
30
分
～
20
時
30
分

▽
４
日
㈰
、
９
時
30
分
～
18
時
30
分

※
２
日
は
40
～
60
分
間
隔
、
３
、４
日

は
20
～
40
分
間
隔
で
運
行
。

検 索おびひろ氷まつり

カーリング

スライダー

アイス
マルシェ

百年記念館
方面

スノー
ラフティング

遊覧
馬そり

雪中サッカー

市民
氷彫刻

出展コーナー

グリーン
ステージ

トイレトイレ市民氷雪像 氷のお面

市民氷雪像 氷彫刻展

ア
イ
ス
マ
ル
シ
ェ大雪像

巨大滑り台

ICE CAFE
アイス カフェ

休憩
ハウス

回転ソリ

滑り台 子ども
滑り台

グリーンプラザ方面

グリーンパークグリーンパーク

汽車試乗

帯広のまつり推進委員会（西２南12、エスタ東館２階、
☎22・8600）、観光課（市庁舎７階、☎65・4169）

問い合わせ

会場見取り図
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ご存知ですか？「無期転換ルール」　平成 25 年４月１日以降に有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたときは、労働者の申し込みにより、
無期労働契約に転換できます。制度の詳細は問い合わせください。　問北海道労働局雇用環境・均等部指導課（☎ 011・709・2715）

市
・
道
民
税
の
申
告
は

２
月
８
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

申
告
は
「
忘
れ
ず
・
正
し
く
・
お
早
め
に
」

　

期
間
中
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
８
日
㈭
～
３
月
15
日

㈭
、
８
時
45
分
～
17
時
30
分
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
申
告
書
が
未
作
成
の
人
の
受
け
付
け

は
、
30
分
前
ま
で
で
す
。

受
付
場
所　

市
民
税
課（
市
庁
舎
２
階
）

　

ま
た
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
に
出
張
し
て

申
告
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。（
表
１
）

申
告
が
必
要
な
人

▽
平
成
29
年
１
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

に
所
得
が
あ
り
、
平
成
30
年
１
月
１

日
現
在
、
帯
広
市
に
住
ん
で
い
る
人

▽
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
な
ど
に
加
入
し
て
い
る
人

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
が

い
る
世
帯
は
、
世
帯
全
員
の
申
告
が

必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の　

表
２
の
と
お
り

申
告
の
必
要
が
な
い
人　

▽
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い
て
、

他
の
所
得
や
控
除
に
変
更
が
な
い
人

▽
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
人

※「
所
得
税
の
確
定
申
告
」を
し
た
場
合

は
、
税
務
署
か
ら
市
に
申
告
内
容
が

通
知
さ
れ
る
の
で
、
市
・
道
民
税
の

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
の

申
告

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
公
的
年
金
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
を
除
い
て
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
」
は
不
要
で
す
。

　
「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
を
し
な
い

人
の
、
市
・
道
民
税
は
、
年
金
支
払
者

か
ら
市
へ
提
出
さ
れ
た
年
金
支
払
報
告

書
を
も
と
に
計
算
し
ま
す
が
、
医
療

費
・
生
命
保
険
料
・
扶
養
者
な
ど
、
控

除
内
容
に
変
更
が
必
要
な
人
や
、
雑
所

得
・
不
動
産
所
得
・
一
時
所
得
な
ど

公
的
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
は
、

市
・
道
民
税
の
税
額
や
国
民
健
康
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
自
己
負

担
額
、
介
護
保
険
料
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
額
な
ど
に
影
響
が
出
る
場

合
が
あ
る
の
で
「
市
・
道
民
税
の
申
告
」

が
必
要
で
す
。

今
回
の
申
告
か
ら
変
わ
る
こ
と

医
療
費
控
除
の
提
出
書
類
が

変
わ
り
ま
す

　

領
収
書
の
提
出
に
代
わ
り
、「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」（
以
下
、
明
細
書
）

の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
領
収

書
は
、
申
告
者
自
身
で
５
年
間
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　

明
細
書
と
は
、
所
定
の
様
式
に
領
収

書
の
内
容
を
記
入
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
各
保
険
者
か
ら
定
期
的
に
通
知
さ

れ
る
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」（
表
３
）

を
提
出
す
る
と
、
明
細
書
の
記
入
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
申
告
に
間
に
合

わ
な
い
期
間
の
分
は
、
明
細
書
に
領
収

書
の
内
容
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

お
手
持
ち
の「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

が
申
告
に
使
用
で
き
る
か
は
、
お
知
ら

せ
を
発
行
し
て
い
る
保
険
者
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
２
０
２
０
年

度
の
申
告
ま
で
は
、
今
ま
で
ど
お
り
領

収
書
の
提
出
で
の
申
告
も
で
き
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
特
例

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

今
回
の
申
告
か
ら
、
医
療
費
控
除
か
、

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」

の
ど
ち
ら
か
を
選
択
し
て
申
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
と

は
、
予
防
接
種
や
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
た
個
人
が
、
薬
局
や
薬
店
で
販
売
し

て
い
る
特
定
成
分
を
含
ん
だ
医
薬
品

（
対
象
Ｏ
Ｔ
C
医
薬
品
）
の
購
入
総
額

か
ら
、
１
万
２
０
０
０
円
を
超
え
た
分

を
所
得
控
除
で
き
る
制
度
で
す
。（
生

計
同
一
の
家
族
分
は
合
算
で
き
ま
す
）

　

対
象
者
は
、
表
４
の
健
康
維
持
の
た

め
に
一
定
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

人
で
、
申
告
の
際
に
必
要
な
も
の
は
表

５
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
を
選
択
す
る
と
、
通
常
の
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
後
に
適
用
の
変
更
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
い
制
度
内
容
に
つ
い
て
は
国
税

庁
、
ま
た
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
０
）

　
市
・
道
民
税
の
申
告
は
、
税
額
を
決
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
を
決
定
す
る
の
に
必

要
な
手
続
き
で
す
。
申
告
が
必
要
に
な
る
条
件
や
必
要
な
も
の
な
ど
を
確
認
し
て
、
期
間
内
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

表１  市・道民税の出張申告受け付け日程

表２　

表３  申告に使用できる「医療
費のお知らせ」の必要記載事項

OTC医薬品の
具体例

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
活
用
し
た
例

表４  セルフメディケーション税制を受けるための一定
の取り組み（具体例）

表５  セルフメディケーション税制の計算方法と必要書類

午前：９時30分～11時30分　午後：13時30分～16時30分
※申告書が未作成の人の受け付けは、各30分前までです。

日　時 受付会場 住所
２月21日（水）午後 大空会館 大空町 12
２月22日（木）午前 大正農 業者トレーニングセンター 大正本町西１
２月22日（木）午後 川西農業者研修センター 川西町西２
２月28日（水）午後 森の里コミュニティセンター 西 22 南４
３月 １日（木）午後 緑西コミュニティセンター 西 17 南４
３月 ７日（水）午後 西帯広コミュニティセンター 西 23 南２
３月 ８日（木）午後 南コミュニティセンター 西 10 南 34

□印鑑
□個人番号確認書類と身元確認書類（＋代理権確認書類）　
　（例）マイナンバーカードまたは通知カードと身分証明書（＋委任状）
□申告書が郵送された人は申告書
□所得の分かる次のもの
　（平成 29 年１月１日から 12 月 31 日までのすべての収入）
　・給与収入のある人…………………給与の源泉徴収票
　・公的年金収入のある人……………公的年金の源泉徴収票
　・事業・不動産などの収入のある人
 　   ……収入および必要経費などの明細が分かる帳簿や書類

□医療費控除…医療費の明細書または領収書
　または、
　特例（セルフメディケーション税制）…表５のとおり。
□社会保険料控除…国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、

介護保険料、国民年金保険料などの納付
確認書、控除証明書、領収書

□生命保険料控除、地震保険料控除…控除証明書
□障害者控除…障害者手帳または障害者控除対象者認定書
※ 扶養親族が国外居住の場合は、国外居住が分かるもの（パ
スポートの写しなど）・送金などが分かるもの（クレジット
カードの明細など）が必要です。

□被保険者または
　被扶養者の氏名
□治療を受けた年月
□治療を受けた人の氏名
□治療を受けた病院などの
　名称
□支払った医療費の額
　（自己負担額）
□保険者の名称

市・道民税の申告に必要なもの

申告で各種控除を受ける場合に必要なもの

①保険者が実施する健康診査（人間ドック、各種健
（検）診など）

②市町村が行う健康診査（骨粗しょう症検診など）
③インフルエンザワクチンの予防接種や定期接種など
④勤務先が実施する定期健康診断
⑤特定健康診査または特定保健指導
⑥市町村が実施するがん検診

５万円−１万2000円＝３万8000円
⇒３万8000円が所得控除
となる（上限８万8000円）

※受診した検診などが一定の取り組みに該当するかは、各実
施主体へ問い合わせください。

※お手持ちの書類が申告に使用できるかは、各発行元へ問い合わせください。

計算方法 OTC 医薬品の購入額  ―  １万 2000 円（最大８万 8000 円）

必要
書類

結果通知表、予防接種の領収書な
ど、一定の取り組み（表４）を証明す
るもの（詳しくは国税庁または厚生労
働省のホームページをご覧ください）

セルフメディケーション税制の明
細書（様式は国税庁のホームペー
ジに掲載）または、医薬品購入
のレシートか領収書

必要な
記載
事項

・氏名
・一定の取り組みを行った年
・医療機関や医師などの氏名

※レシート、領収書などの場合
・商品名　・金額
・控除対象である旨（レシートの
場合、商品名 の前に★などのマー
クを記載するか対象商品のみの
合計金額を分けて記載）

・販売店名　・購入日

風邪薬、解熱鎮痛剤、
整腸剤、ビタミン剤
など

※対象にならない医薬品
もあります。対象品目は
厚生労働省のホームペー
ジをご覧ください。

一年間で5万円（税 込）分の対象
医薬品を購入した場合

5万円

3万8000円
（控除額）

1万2000円
（下限額）

（ 　　）対象医薬品
の購入金額

国税庁 厚生労働省

ＱＲコードで
簡単アクセス

セルフメディケーション税制について
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帯
広
出
身
の
歌
人
、
中
城
ふ
み
子
の

功
績
を
た
た
え
て
創
設
さ
れ
た
「
中
城

ふ
み
子
賞
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

多
く
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件

　

短
歌
50
首
（
未
発
表
の
作
品
）

　

応
募
作
品
は
１
人
１
篇
。
応
募
作
品

の
返
却
や
訂
正
は
で
き
ま
せ
ん
。
入
選

作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰
属
。

応
募
形
式

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ｂ
４
）

に
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
、
原
本
１
部
と
コ

ピ
ー
３
部
を
提
出
。

　

原
稿
は
黒
イ
ン
ク
、
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン

を
使
用
。
パ
ソ
コ
ン
使
用
可
。

※
新
旧
か
な
づ
か
い
を
明
記
。

　
　

原
稿
用
紙
に
は
氏
名
な
ど
を
記
載

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

応
募
作
品
と
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
学
校
）、

電
話
番
号
、
所
属
結
社
（
所
属
し
て
い

る
場
合
）
を
記
載
し
た
別
葉
を
添
付
し
、

郵
送
・
運
送
、
ま
た
は
直
接
中
城
ふ
み

子
賞
実
行
委
員
会
へ
。

受
付
期
間

　

４
月
１
日
㈰
～
30
日

（振）
（
当
日
消
印

有
効
）

出し
ゅ
つ
え
い詠
料

　

２
０
０
０
円

中
城
ふ
み
子
賞
実
行
委
員
会
（
〒

080
・

0012
西
２
条
南
14
丁
目
３
、
図

書
館
内
、
☎
22
・
４
７
０
０
）

「
生
き
る
姿
勢
」を

短
歌
に
託
し
て

問
い
合
わ
せ

第
８
回
中な

か
じ
ょ
う城
ふ
み
子
賞
（
短
歌
賞
）
作
品
募
集

　

作
品
に
定
額
小
為
替
を
同
封
し
て
郵

送
ま
た
は
口
座
振
り
込
み（
切
手
不
可
）。

口
座
番
号　

帯
広
信
用
金
庫　

本
店

普
通
１
３
７
９
９
４
６

口
座
名
義　

ナ
カ
ジ
ヨ
ウ
フ
ミ
コ
シ
ヨ

ウ
ジ
ツ
コ
ウ
イ
イ
ン
カ
イ

選
者

　

桑
原
正ま
さ

紀き

氏
（
歌
人
）、
田
中
綾
氏

（
歌
人
）、
時
田
則の
り

雄お

氏
（
歌
人
）

賞
　

中
城
ふ
み
子
賞
１
人　

賞
状
と
副
賞

入
選
者
の
作
品
は
雑
誌
「
短
歌
研
究
」

８
月
号
に
発
表

　

大
正
11
年
に
帯
広
で
生
ま
れ
た
中
城

ふ
み
子
は
、
昭
和
27
年
乳
が
ん
と
診
断

さ
れ
手
術
を
受
け
る
。

　

昭
和
29
年
、
短
歌
研
究
社
主
催
の
第

１
回
新
人
50
首
募
集
に
応
募
し
、
第
１

位
に
入
選
。
入
選
作
「
乳ち

房ぶ
さ

喪
失
」
は

歌
壇
内
外
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、

同
年
８
月
３
日
、
31
歳
で
逝
去
。

　

死
の
直
前
に
歌
集
「
乳
房
喪
失
」
が
、

死
後
第
２
歌
集
「
花

の
原
型
」
が
刊
行
。

　

生
と
死
を
詠
ん
だ

彼
女
の
歌
は
、

短
歌
の
世
界

に
鮮
烈
な
光

を
放
っ
た
。

献
血
で
救
え
る

命
が
あ
る

16
歳
か
ら
始
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）、
北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
帯
広
出
張
所
（
東
7
南
9
、
☎
25
・

０
１
０
１
）

　
病
気
や
け
が
の
治
療
で
輸
血
が
必
要
な
人
の
血
液
を
確
保
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
が
「
献
血
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

の
影
響
な
ど
で
外
出
を
控
え
る
人
が
増

え
る
た
め
、
献
血
者
が
減
少
し
、
輸
血

用
の
血
液
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

献
血
は
16
歳
か
ら
で
き
る

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
一

定
体
重
以
上
の
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
誰

で
も
で
き
ま
す
（
表
）。
な
お
、
体
調

の
優
れ
な
い
人
や
服
用
し
て
い
る
薬
の

種
類
に
よ
っ
て
は
、
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

 

40
分
で
助
か
る
命
が
あ
る

　

献
血
に
か
か
る
時
間
は
、
受
け
付
け

か
ら
採
血
後
の
休
憩
ま
で
で
約
40
分

（
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
全
血
献
血
の

場
合
）。
実
際
に
採
血
を
し
て
い
る
時

間
は
、
平
均
で
10
～
15
分
程
で
す
。
輸

血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
１
日
平
均

約
３
０
０
０
人
で
、
そ
れ
を
賄
う
に
は

１
日
約
１
万
３
０
０
０
人
の
献
血
が
必

要
で
す
。
血
液
は
人
工
的
に
造
れ
ま
せ

ん
。
血
液
か
ら
造
る
血
液
製
剤
の
有
効

期
間
は
短
い
も
の
で
は
４
日
間
し
か
な

く
、
長
期
間
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
継
続
的
な
協
力
が
必

要
で
す
。

献
血
に
行
こ
う

平
日
の
献
血

　

移
動
献
血
車
が
十
勝
管
内
を

巡
回
し
ま
す
。
日
程
は
北
海
道

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
血

液
セ
ン
タ
ー
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
の
献
血　
　

日
時　

毎
週
日
曜
日
、
９
時
～
12
時
、

13
時
～
17
時

場
所　

帯
広
す
ず
ら
ん
献
血
ル
ー
ム

（
東
７
南
９
、

０
１
２
０
・
２
４
５
・

１
２
５
）

必
要
な
人
に
届
け
ら
れ
な
く
な
る
？

　

治
療
な
ど
で
輸
血
が
必
要
と
な
る
人

の
約
85
パ
ー
セ
ン
ト
は
50
歳
以
上
で
、

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
輸
血
が
必

要
な
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
献
血
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
中
で
も
20
代
、
さ
ら
に
30
代
の

献
血
者
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
図
）

　

若
年
層
の
献
血
離
れ
が
続
く
と
、
輸

血
が
必
要
な
人
に
血
液
が
届
け
ら
れ
な

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
の
状
態
が
続

く
と
２
０
２
５
年
に
は
、
北
海
道
内
で

献
血
者
約
５
万
人
分
の
血
液
が
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

献
血
者
は
冬
期
間
に
減
少
す
る

　

冬
期
間
は
風
邪
で
体
調
の
優
れ
な
い

人
や
薬
を
服
用
し
て
い
る
人
、
悪
天
候 H13 H16 H19 H22 H25 H28（年度）

100 500

400

300

200

100

0

80

60
355

318
273 287 282

249
40

20

0

総
献
血
者
数（
千
人
）

年
代
別
献
血
者
数（
千
人
）

50代

40代

10代

30代

20代

水光
園通

ENEOS

帯広協会
病院

帯広すずらん
献血ルーム

東コミュニティセンター

十勝歯科医師会

萩原
建設
工業

東
栄
通

支
庁
通

検 索北海道  血液センター

自
ら
の「
生
き
る
姿
勢
」を
短
歌
に

託
し
た
意
欲
的
で
力
強
い
作
品

　

テーマ

生
と
死
を
詠
ん
だ

　
　
　
　

中
城
ふ
み
子

表　採血基準

図　北海道の献血者数の推移
　　（年代別と総献血者数）

※65歳以上は、60～64歳
の間に献血経験がある人

帯広すずらん献血ルーム

期間中、10 代・20 代の
献血にご協力いただい
た人に、オリジナルグッ
ズをプレゼント。
実施期間
２月 28 日（水）まで

はたちの献血
キャンペーン

検 索はたちの献血

全血献血
200

ミリリットル
400

ミリリットル

男性
16 ～ 69 歳※

17 ～ 69 歳※

女性 18 ～ 69 歳※

男性 45 キロ以上
50 キロ以上

女性 40 キロ以上

年
齢

種類

項目

体
重

推奨

献血キャラクター
「チッチ」

注意
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応募資格道内在住の、国有林に関心のある 20 歳以上　定 48 人　申・問２月 23 日（金）までに、北海道森林管理局企画課国有林モニター担当（☎ 011・622・5228）へ。

60
歳
か
ら
始
め
る

学
び
の
場

青
少
年
の
健
全
な

成
長
を
育
む

帯
広
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
た
ば
」

巡
回
指
導
の
現
状
と
ス
マ
ホ
の
安
全
な
利
用

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

　
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
街
頭
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
端
末
の
安
全
な
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
〒

080・0014
西
４
条
南
13
丁
目
１
、
☎
22・７
８
９
０
）、

生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
９
２
）

　
同
世
代
と
の
交
流
や
学
習
の
機
会
を
通
じ
て
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
（
第
ニ
の
人
生
）

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

レ
ッ
チ
な
ど
の
健
康
講
座
、
絵
手
紙
や

し
お
り
を
作
る
実
技
講
習
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
能
発
表
会
や
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
で
満
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
33

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

学
習
期
間　

平
成
30
年
４
月
か
ら
２
年

間学
習
日
時　

月
３
回
程
度
、平
日（
曜
日

は
不
定
期
）
の
午
前
中
、
２
時
間
程
度

費
用　

年
会
費
１
０
０
０
円
（
別
途
施

設
見
学
料
な
ど
４
０
０
０
円
程
度
）

定
員　

先
着
１
５
０
人

と
最
も
多
く
、
次
い
で
自
転
車
運
転
中

の
ス
マ
ホ
操
作
な
ど
の
交
通
マ
ナ
ー
指

導
が
１
２
２
人
、
危
険
・
迷
惑
行
為
の

注
意
な
ど
が
５
人
、
喫
煙
行
為
が
２
人

で
し
た
。（
図
）

　

以
前
に
見
受
け
ら
れ
た
喫
煙
行
為
は

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
体
育
祭
や

文
化
祭
の
振
り
替
え
休
日
に
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
入
場
に
よ
る
校
則
違
反
が
増
え

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
地
域
で

見
守
り
、
育
て
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

子
ど
も
に
目
を
向
け
、
非
行
の
未
然
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く

良
好
な
社
会
環
境
を
目
指
す

　

市
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
店
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
に
、
深
夜
入
場
や

飲
酒
・
喫
煙
禁
止
の
表
示
要
請
、
青
少

年
の
行
動
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
、

事
業
者
と
協
力
・
連
携
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
者
か
ら
は
、
万
引
き
な
ど
の
不

法
行
為
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、

放
置
自
転
車
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
無
断
使

用
（
盗
電
）、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仮
装
の

た
め
に
店
舗
の
ト
イ
レ
を
占
領
す
る
な

ど
の
迷
惑
行
為
の
解
消
を
求
め
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
楽
し
め
る

　

希
望
者
が
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
、
書
道
と
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
も
楽
し
く
参
加
で
き
、

成
果
発
表
の
場
も
あ
り
ま
す
。

２
年
間
の
学
習
修
了
後
は

自
主
学
習
で
学
ぶ

　

２
年
間
の
学
習
修
了
後
は
、
自
主
学

習
グ
ル
ー
プ
「
帯
広
市
わ
か
ば
会
」
で

活
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

継
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
を

実
践
す
る
こ
と
で
、
会
員
同
士
の
親
睦

や
社
会
貢
献
、
地
域
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
は
３
月
31
日
ま
で

　

申
し
込
み
は
、
２
月
１
日
㈭
～
３
月

31
日
㈯
ま
で
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
と
か
ち
プ
ラ
ザ
へ
。

　

募
集
要
項
は
１
月
下
旬
か
ら
、
と
か

ち
プ
ラ
ザ
、
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、

各
コ
ミ
セ
ン
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

定
年
な
ど
に
よ
り
仕
事
が
一
段
落
し

て
、
第
二
の
人
生
は
「
健
康
で
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
た
い
」「
新
し
く
何

か
を
始
め
た
い
」
な
ど
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

帯
広
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
た
ば
」

は
、
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
を
対
象

に
、「
健
康
づ
く
り
」「
仲
間
づ
く
り
」

「
学
習
成
果
を
社
会
で
生
か
す
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
２
年
間
に
わ
た
っ
て
仲
間

と
共
に
学
習
す
る
場
で
す
。

講
演
会
や
体
験
講
座
な
ど

充
実
し
た
学
習
内
容

　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
や
市
民
文
化
ホ
ー
ル

な
ど
を
会
場
に
、
学
年
別
、
選
択
コ
ー

ス
別
、
１
・
２
年
生
合
同
学
習
会
で
学

び
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
郷
土
の
歴
史
や
環
境
、

健
康
管
理
な
ど
の
講
演
会
、
十
勝
近
郊

を
巡
る
バ
ス
見
学
、
太
極
拳
や
ス
ト

青
少
年
を
見
守
る

街
頭
巡
回
指
導

　

不
良
行
為
や
問
題
行
動
の
早
期
発
見
、

非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
地
域
住
民

な
ど
か
ら
委
嘱
し
た
指
導
協
力
員
と
市

の
指
導
員
が
連
携
し
て
、
市
内
中
心
街

や
郊
外
の
大
型
店
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
、
公
園
な
ど
を
、
放
課
後
、
夜

間
、
深
夜
な
ど
の
時
間
帯
に
巡
回
し
て

い
ま
す
。

声
掛
け
指
導
数
が
昨
年
度
よ
り
増
加

　

平
成
29
年
４
月
～
12
月
末
ま
で
で
、

３
４
０
回
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
、
３

６
３
人
の
青
少
年
に
声
掛
け
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
前
年
度
同
期
間
と
比
較
す

る
と
51
件
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
小
・
中
学
生
が
保
護

者
の
同
伴
な
く
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
を
利

用
す
る
な
ど
の
校
則
指
導
が
２
３
４
人

　スマートフォンなどの携帯
端 末 は 、 イ ンタ ー ネ ッ ト に
接続して情報を調べたり、コ
ミュニティサイトで交流でき
るなど、とても便利です。
　しかし、インターネット上
には青少年に有害な情報もたくさんあります。
　フィルタリングは、有害なインターネットサイトの大部分を閲覧で
きないようにブロックします。フィルタリングを設定していない場合
は、販売店に相談してフィルタリングを設定することをお勧めします。

　冬期間は外出が少なくなり、子どもの遊びがスマートフォンやゲー
ム機などに集中しがちです。保護者の皆さんには、携帯端末などの正
しい使い方の指導と、トラブルに巻き込まれないために、細かな目配
りと見守りをお願いします。

　慣れない場に最初は不安もありましたが、思い切っ
て申し込みました。
　今はバス見学やクリスマス会などを通じて、初対
面の人ともすぐに仲良くなれて、とても楽しく過ご
しています。また、書道クラブにも参加しているので、
外出の機会も増えました。２年という学習期間もちょ
うど良いです。
　仕事などで人生経験を
積んできた自分ですが、
引退後にまた新しい出会
いや経験・体験ができる
良い機会になっています。
　「何か始めたい」と迷っ
ている人にはお勧めです。

帯広シニアサークルふたば ２年生
長谷部 悦子さん（60代）

新しい人との出会い
経験・体験ができた

出し物でにぎわうクリスマス会

校則指導
234人

交通
マナー
122人

一般指導
５人

喫煙行為
２人

図　声掛け指導の内容
　　（平成 29 年４月～ 12 月末）

子どもの
スマートフォンなどに
フィルタリング設定を

冬はゲームやパソコンに遊びが集中しがち

違法
サイト

アダルト
サイト

出会い系
サイト

和やかな雰囲気の書道クラブ
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漫才のD
デ ン ド ー

ENDO全国ツアー北海道公演in帯広　よしもとの漫才師たちによる本格漫才寄席。　費全席指定、Ｓ席（１・２階席）3500円、Ａ席（３・４階
席）3000円　※当日券はそれぞれ300円増　日３月28日（水）、18時30分～ 20時30分　場・問市民文化ホール（西５南11、☎23・8111）

働
く
喜
び
・

楽
し
さ
体
験

お
び
ひ
ろ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
２
０
１
７

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
２
）

　
子
ど
も
た
ち
が
職
業
体
験
を
通
じ
て
、
社
会
の
仕
組
み
や
お
金
の
価
値
な
ど
を
学
ぶ

場
を
提
供
し
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

場
内
で
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
の
買
い

物
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

の
中
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
職
業
を
選

び
、
実
際
に
台
車
に
荷
物
を
積
ん
で
配

達
と
集
荷
の
仕
事
を
し
た
り
、
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
販
売
す

る
な
ど
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や
苦
労
、

買
い
物
の
楽
し
さ
な
ど
、
社
会
の
仕
組

み
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
将

来
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
仕
事
が
経

験
で
き
た
」「
自
分
で
働
い
て
物
を
買

う
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
職
業
体
験

お
び
ひ
ろ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン

　

北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

と
市
は
、
昨
年
の
11
月
５
日
、
６
回

目
と
な
る
お
び
ひ
ろ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン

２
０
１
７
を
開
催
し
、
市
内
の
小
学
３
、

４
年
生
３
６
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

お
び
ひ
ろ
キ
ッ
ズ
タ
ウ
ン
は
、
と
か

ち
プ
ラ
ザ
に
仮
想
上
の
ま
ち
を
つ
く
り
、

27
の
企
業
・
団
体
（
表
）
と
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、
30
ブ
ー

ス
の
中
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で

選
ん
だ
仕
事
を
体
験
し
、
給
料
と
し
て

受
け
取
っ
た
疑
似
通
貨
を
使
っ
て
、
会

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る「
地
区
懇
談
会
」。
市
長
就

任
以
来
の
８
年
間
の
開
催
回
数
は
64
回
、

延
べ
参
加
人
数
は
２
０
０
０
人
に
上
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
平
成
22
年
度
の

「
フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
皮
切
り

に
、「
少
子
高
齢
化
社
会
」
や
「
十
勝
・

帯
広
の
元
気
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
毎

年
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

わ
ざ
わ
ざ
会
場
に
足
を
運
ん
で
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
が
、懇
談
会
に
来
た
こ

と
で
「
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
理
解
で
き
た
」、あ
る
い
は
「
自
分
の

意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」と
、
充
実
感
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
形
に
し
た
い
―
。

　

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ご
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
毎

年
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て

い
る
テ
ー
マ
を
模
索
し
、
懇
談
会
の
進

め
方
や
、
堅
苦
し
く
な
ら
な
い
会
場
の

雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
も
、
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
は
、
市
民
の
生
活
に
身

近
で
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
で
懇
談
会
を

開
催
し
よ
う
と
、
公
共
料
金
な
ど
、
生

活
に
係
る
都
市
間
の
デ
ー
タ
の
比
較
な

ど
を
行
い
な
が
ら
、
日
々
の
生
活
の
中

で
「
し
あ
わ
せ
」
を
実
感
で
き
る
共
通

の
礎
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
は
、
市

に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
件
数
が
最
も
多
い

「
除
雪
」
で
し
た
。「
除
雪
を
テ
ー
マ
に

し
た
ら
、
懇
談
会
が
苦
情
の
嵐
に
な
り

は
し
な
い
か
」。市
役
所
内
で
は
正
直
こ

ん
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
区
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
わ
れ

わ
れ
行
政
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を

市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
貴

重
な
機
会
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

懇
談
会
で
は
、
近
隣
町
と
の
除
雪
基

準
な
ど
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ

ん
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
事

項
も
含
め
て
、
市
の
除
雪
体
制
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
た
結
果
、

心
配
し
て
い
た
苦
情
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

む
し
ろ
前
向
き
で
建
設
的
な
意
見
を
多

く
い
た
だ
き
、
小
型
除
雪
機
の
無
料
貸

し
出
し
を
は
じ
め
と
す
る
三
つ
の
新
し

い
取
り
組
み
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
防
災
」
と
「
子
育
て
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
今
年
度
の
懇
談
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
２
割
に
満
た
な
か
っ
た
若
い
世

代
の
参
加
割
合
が
、
４
割
に
ま
で
上
昇

し
ま
し
た
。「
発
言
し
て
い
い
の
か
迷
っ

た
け
れ
ど
大
丈
夫
な
雰
囲
気
な
の
で
安

心
し
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
は
一
人
で

悩
ま
ず
に
市
に
相
談
し
ま
す
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
試
行
錯
誤
が
報
わ
れ
る
、

う
れ
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し

た
真
摯
な
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
に
よ

り
、
行
政
と
市
民
と
の
一
体
感
が
少
し

ず
つ
深
ま
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

一体感

夢かなうまち

 おびひろ

帯広市長　米沢 則寿

市長コラム

おびひろっ子学び
イメージキャラクター
「じゃがくまくん」Ⓒ2013

表　おびひろキッズタウン2017出展企業・団体

預かった大事なお金を確認中初めてのバス運転席に緊張気分は本物のお菓子屋さん大切な荷物をみんなで届ける

企業・団体名 お仕事内容
帯広消防署 消防士（救命士）
帯広警察署 警察官

日本郵便帯広郵便局・西帯広郵便局 郵便局員
北海道新聞社 新聞記者
十勝バス バス運転手

帯広地方自動車整備振興会 自動車点検
藤森商会 カレー製造・販売

エイムカンパニー クレープ屋
福原 お菓子屋

北海道コカ・コーラボトリング カフェ
オカモト 事務局員（案内、館内ツアー）
満寿屋商店 ピザ製造・販売
みかんせい 塾
十勝毎日新聞社 フリーマガジン製作
北海道銀行 銀行員
ヤマト運輸 配送スタッフ

帯広シティーケーブル リポート
北海道看護協会十勝支部 看護師
北海道電力帯広支店 電気工事作業員
足寄動物化石博物館 学芸員
とかち薬剤師会 薬剤師
六花亭製菓 パティシエ・販売員

あぐりとかち（帯広畜産大学） 農業体験
帯広信用金庫 銀行員
Guild（ギルド） 大工
帯広市図書館 司書
帯広美容協会 美容師・ネイリスト
帯広市 ボディーシール体験・イラストレーター
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プラネタリウム投映休止のお知らせ　２月６日（火）と 27 日（火）は、機器点検のため、プラネタリウム投映を終日休止します。  問児童会館（緑ケ丘２、
☎ 24・2434）

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
２
４
３
４
）

◆
児
童
会
館
冬
ま
つ
り

　

お
び
ひ
ろ
氷
ま
つ
り
に
併
せ
て
、
工

作
教
室
、
公
開
講
座
な
ど
を
開
催
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生

日
２
月
４
日
㈰
、
10
時
～
15
時

◆
も
っ
く
ん
教
室

　

親
子
で
簡
単
な
工
作
を
す
る
。

①
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
う
さ
ぎ
、
②
変
身
お

ひ
な
さ
ま

対
幼
児
と
保
護
者

日
①
２
月
７
日
㈬
、
②
21
日
㈬
、
い
ず

れ
も
10
時
～
11
時
30
分

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
２
月
10
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
２
月
11
日
㈷
、
10
時
～
12
時

◆
星
空
の
コ
ン
サ
ー
ト

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
の
下
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

イ
ベ
ン
ト

日
２
月
11
日
㈷
、
18
時
30
分
～
19
時
30

分定
先
着
60
人

申
２
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯
ま
で
に
、
児

童
会
館
へ
。

◆
き
ら
き
ら
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
２
月
17
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
星
の
観
察
会
「
上
弦
の
月
と
冬
の
星

座
を
み
よ
う
～
冬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

探
そ
う
！
～
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
２
月
23
日
㈮
、18
時
45
分
～
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
か
が
く
く
ん

パ
ペ
ッ
ト
」

　

軍
手
と
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
、
児
童

会
館
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
が
く
く
ん
」

の
パ
ペ
ッ
ト
（
人
形
）
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
２
月
24
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

節
分
の
日
！

サ
ル
山
で
豆
ま
き
し
よ
う

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
が
暮
ら
す
サ
ル
山
で
、

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
声
を
掛
け
な

が
ら
落
花
生
を
給
餌
す
る
。

日
２
月
３
日
㈯
、
13
時
25
分
～
13
時
50

分定
先
着
30
組

場
・
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
７
）

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
・
申
・
問
１
月
25
日
㈭
～
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ

く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６

２
０
０
）
へ
。

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
冬
～

　

い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
冬
の
森
を
歩

く
。
散
策
の
後
は
森
巡
り
を
振
り
返
る

お
茶
会
を
開
催
す
る
。

日
２
月
10
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

費
１
０
０
円

◆
帯
広
の
森
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

　

歩
く
ス
キ
ー
で
道
の
な
い
森
の
中
を

歩
き
、
帯
広
の
森
の
施
設
な
ど
を
巡
る
。

日
２
月
11
日
㈷
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

◆
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク

　

森
で
間
伐
体
験
を
し
て
、
切
っ
た
木

で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
。

日
２
月
11
日
㈷
～
３
月
４
日
㈰
、
９
時

～
17
時

◆
平
成
29
年
度
後
期
陶
芸
講
座
修
了
作

品
展

　

陶
芸
講
座
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
。

日
２
月
21
日
㈬
～
27
日
㈫
、
９
時
30
分

～
16
時
30
分
（
最
終
日
は
11
時
ま
で
）

国
際
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
と
か
ち

２
０
１
８

　

子
ど
も
向
け
英
語
レ
ッ
ス
ン
、
畜
大

留
学
生
に
よ
る
料
理
教
室
、
景
品
が
も

ら
え
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
リ
ー
、
Ｊジ
ャ
イ
カ

Ｉ
Ｃ

Ａ
館
内
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
う
。

日
２
月
10
日
㈯
、11
日
㈷
、10
時
～
15
時

場
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
）、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
（
帯
広
）（
同
）

問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
☎
34
・
０
１

２
２
）

Ｂバ

ク

ワ

ａ
ｋ
ｋｗ
ａ
パ
ー
テ
ィ
ー

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
身
の
国
際
交
流
員

と
、
春
節
を
祝
う
と
き
に
欠
か
せ
な
い

定
番
料
理
「
Ｂａ
ｋ
ｋｗ
ａ
」
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
高
校
生
以
上

日
2
月
18
日
㈰
、
11
時
～
13
時
30
分

定
先
着
12
人

費
６
０
０
円

場
・
申
・
問
２
月
２
日
㈮
～
11
日
㈷
ま

で
に
、
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南

６
、
☎
34
・
０
１
２
２
）
へ
。

「
障
害
者
週
間
」記
念　

冬
休
み

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
会

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

65
・
４
１
４
７
）

・
作
品
展
示
会

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
の
相
互
理

解
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
小
学
４

～
６
年
生
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
・
障

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

で
小
物
な
ど
を
作
る
。

日
２
月
18
日
㈰
、
9
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
み
ん
な
で
森
を
は
ぐ
く
ー
む
～
冬
～

　
「
帯
広
の
森
を
育
む
会
」
と
共
に
、

馬
で
木
材
を
運
ぶ
「
馬ば

搬は
ん

」
の
体
験
や
、

森
の
散
策
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
森
づ

く
り
を
行
う
。

日
２
月
25
日
㈰
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

◆
森
の
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

　

第
２
柏
林
台
川
周
辺
の
少
し
起
伏
の

あ
る
自
然
林
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
歩
く
。

日
３
月
４
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
15
人

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）　　

◆
ロ
ビ
ー
展
「
ひ
な
人
形
展
」

　

ひ
な
人
形
や
掛
け
軸
・
御
所
人
形
な

ど
を
展
示
。

日
２
月
10
日
㈯
～
３
月
４
日
㈰
、
９
時

～
17
時

◆
ロ
ビ
ー
展「
楽
し
く
デ
ッ
サ
ン
教
室
」

作
品
展

　

百
年
記
念
館
開
催
の
デ
ッ
サ
ン
教
室

帯広市からの

お知らせ
2月

市役所代表
☎ 24・4111、F 23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
http://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載のない
ものは、参加無料ですので当日会場
へ直接お越しください。
　詳しい内容は、担当課へ問い合わ
せください。（施設ごとに業務時間が
異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希 望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載のない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

帯広市からの

お知らせ
2月

Information
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害
児
（
者
）
支
援
施
設
の
障
害
児
（
者
）

が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
。

日
２
月
21
日
㈬
～
27
日
㈫
、
８
時
45
分

～
19
時
（
初
日
は
12
時
か
ら
、
土
・
日

曜
日
は
9
時
～
17
時
、
最
終
日
は
17
時

ま
で
）

・
表
彰
式

日
２
月
25
日
㈰
、
11
時
～
11
時
15
分

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

日
２
月
16
日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
30

分
の
間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
４
人

場
・
申
・
問
２
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
帯

広
市
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（
西
４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎

22
・
８
３
９
３
）
へ
。

担
当
課
安
心
安
全
推
進
課

大
人
の
た
め
の

「
ほ
の
ぼ
の
お
は
な
し
会
」

　

ゆ
っ
た
り
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
気
持
ち

で
、
朗
読
や
絵
本
を
楽
し
む
会
。
今
月

は
松
嶋
珪け
い

子こ

氏
（
絵
本
の
館
「
宇
宙
船

み
み
」
の
主
宰
者
）
に
よ
る
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
。

日
２
月
20
日
㈫
、
11
時
～
11
時
30
分

場
・
問
図
書
館
（
西
２
南
14
、
☎
22
・

４
７
０
０
）

︻
Ｍも

っ

と

ｏ
ｔ
ｔｏ 

お
び
広
が
る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︼

実
施
事
業
報
告
会
・
市
民
活
動
団
体
交
流
会

　

市
民
の
提
案
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

活
動
を
市
が
支
援
す
る
︻
Ｍｏ
ｔ
ｔ
ｏ 

お
び
広
が
る 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︼
事
業
を

利
用
し
て
、
今
年
度
に
行
っ
た
活
動
成

果
を
６
団
体
が
報
告
す
る
。

　

市
民
活
動
団
体
の
交
流
会
も
実
施
。

日
２
月
25
日
㈰
、
13
時
～
17
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
０
）

講
座
・
教
室

「
レ
ッ
ツ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
」（
中
国
風

ス
ト
レ
ッ
チ
・
ス
キ
ン
ケ
ア
教
室
）

　

中
国
出
身
の
国
際
交
流
員
と
、
中
国

で
流
行
中
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
効
く
ダ
ン

ス
を
体
験
し
、
中
国
風
美
肌
法
を
学
ぶ
。

対
市
内
在
住
の
人
、
小
学
生
以
下
保
護

者
同
伴

日
２
月
25
日
㈰
、
10
時
～
12
時

場
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
）

定
先
着
30
人

申
・
問
２
月
５
日
㈪
～
23
日
㈮
ま
で
に
、

親
善
交
流
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
３
３
）
へ
。

市
民
大
学
講
座

対
15
歳
以
上
（
第
52
集
を
除
く
）

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
各
先
着
50
人

申
・
問
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
生

涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・

４
１
９
２
）へ
。未
就
学
児（
２
歳
以
上
）

の
託
児
希
望
者
は
各
開
催
日
の
1
週
間

前
ま
で
に
申
し
込
み
。（
第
52
集
を
除

く
）

◆
第
49
集
「
低
金
利
時
代
の
今
、
お
金

を
守
る
ヒ
ン
ト
～
今
さ
ら
聞
け
な
い
お

金
の
常
識
～
」

　

須す

長な
が

忠た
だ

男お

氏
（
野
村
證
券
投
資
情
報

部
）
が
、
私
た
ち
の
お
金
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
低
金
利
環

境
下
で
の
資
産
管
理
、
Ｎニ

ー

サ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
仮

想
通
貨
な
ど
、
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
、

知
り
た
い
お
金
の
常
識
や
話
題
を
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
。

日
２
月
７
日
㈬
、
19
時
～
20
時
30
分

◆
第
50
集
「
知
る
ぽ
る
と
塾
ｉｎ
帯
広

～
知
っ
て
安
心
！
相
続
と
成
年
後
見
制

度
の
基
礎
知
識
～
」

　

小
林
信
之
氏
（
北
海
道
金
融
広
報
委

員
会 

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
が
、

制
度
を
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

基
本
的
な
知
識
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ

い
て
、
事
例
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

日
２
月
15
日
㈭
、
10
時
30
分
～
12
時

◆
第
51
集
「
史
料
か
ら
見
る
晩
成
社
マ

ル
セ
イ
牛
肉
店
の
歩
み
」

　

百
年
記
念
館
学
芸
員
が
、
十
勝
の
開

拓
に
挑
ん
だ
依
田
勉
三
が
函
館
で
営
業

し
た
晩
成
社
マ
ル
セ
イ
牛
肉
店
の
歴
史

に
つ
い
て
、
史
料
か
ら
読
み
解
く
。

日
２
月
20
日
㈫
、
10
時
～
11
時
30
分

◆
第
52
集
【
男
女
共
同
参
画
講
座
】

「
災
害
に
備
え
よ
う
！
女
性
の
視
点
を

生
か
し
た
防
災
対
策
」

　

村
田
真
弓
氏
（
防
災
士
）
を
講
師
に
、

防
災
対
策
の
知
識
や
ポ
イ
ン
ト
、
防
災

に
お
け
る
女
性
の
視
点
の
必
要
性
に
つ

い
て
学
ぶ
。
未
就
学
児
の
託
児
希
望
は

２
月
８
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
み
。

日
2
月
20
日
㈫
、
14
時
～
15
時
30
分

◆
第
53
集
「
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

～
怒
り
の
生
か
し
方
・
伝
わ
る
叱
り
方

～
」

　

長な
が
な
わ縄
史ふ
み

子こ

氏
（
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会 
理
事
）
を
講
師
に
、
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
自
分
や

周
囲
の
「
怒
り
」「
イ
ラ
イ
ラ
」
と
い
っ

た
感
情
と
上
手
に
付
き
合
い
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
方
法
を
学
び
、
良
好
な
対

人
関
係
の
構
築
や
伝
わ
る
叱
り
方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
問
題
解
決
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
役
立
て
る
。

日
２
月
22
日
㈭
、
3
月
1
日
㈭
、
8
日

㈭
、
全
３
回
、
19
時
～
20
時
30
分

費
５
０
０
円
（
３
回
分
）

◆
第
54
集
「
心
と
身
体
へ
と
ど
く
～
季

節
毎ご
と

に
役
立
つ
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
使

い
方
～
」　

　

鳥と
り
み
や宮
文あ
や

氏
（
ヒ
ー
リ
ン
グ
ル
ー
ム
Ｍメ

ｅ

-

ｎ
ノ

ウ

ｏ
ｕ 

代
表
）
を
講
師
に
、
香
り

は
ど
の
よ
う
に
私
た
ち
の
感
覚
に
良
い

影
響
を
も
た
ら
す
の
か
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
や
、
心
地
よ
く
過
ご
す
た
め
の
季

節
ご
と
の
香
り
の
取
り
入
れ
方
を
学
ぶ
。

日
２
月
28
日
㈬
、
14
時
～
16
時

プ
ラ
ザ･

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ク
ー
ル

対
高
校
生
以
上

定
各
先
着
20
人

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
直
接
と

か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
、
☎
22
・
７

８
９
０
）
へ
。

◆
短
期
講
座
「
初
め
て
の
変
体
仮
名
」

　

和
田
道
子
氏（「
源
氏
が
た
り
」主
宰
）

を
講
師
に
、
仮
名
書
を
学
ぶ
。

日
２
月
16
日
～
４
月
13
日
の
隔
週
金
曜

日
、
全
５
回

費
５
０
０
０
円

申
込
期
間
２
月
２
日
㈮
～
15
日
㈭

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

楽
し
く
分
か
り
や
す
い
パ
ソ
コ
ン
３

月
講
座
。
各
講
座
、
全
５
回
。

日
３
月
1
日
～
16
日
の
各
曜
日
、
▽
午

前
の
部
10
時
～
12
時
▽
午
後
の
部
13
時

30
分
～
15
時
30
分
▽
夜
間
の
部
18
時
30

分
～
20
時
30
分

費
４
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
込
期
間
２
月
２
日
㈮
～
23
日
㈮

普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
救
命
手
当
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
心
肺
蘇
生
法
を
習
得
す
る
。

日
・
場
①
３
月
９
日
㈮
、
消
防
庁
舎

（
西
６
南
６
）、
②
19
日
㈪
、
南
出
張
所

（
西
17
南
41
）、
い
ず
れ
も
13
時
30
分
～

16
時
30
分

定
①
先
着
50
人
、
②
先
着
30
人

費
各
５
０
０
円

申
・
問
①
は
２
月
３
日
㈯
～
３
月
２
日

㈮
ま
で
、
②
は
２
月
13
日
㈫
～
３
月

12
日
㈪
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署
救
急

課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、
☎

26
・
９
１
３
２
）
へ
。

み
そ
造
り
教
室

　
「
畑
の
キ
ッ
チ
ン
お
び
ひ
ろ
」
の
会

員
を
講
師
に
、
４
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
そ

を
作
る
。「
麹
お
こ
し
」
体
験
の
希
望

者
は
、
申
し
込
み
時
に
電
話
で
要
確
認
。

日
３
月
９
日
㈮
、
14
時
～
16
時

場
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館

（
西
22
南
６
）

定
先
着
20
人

費
３
０
０
０
円

申
・
問
２
月
13
日
㈫
～
23
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
農
政
課
（
川
西
町
基
線
61
、
☎

59
・
２
３
２
３
）
へ
。

動
物
園
の
講
座
・
教
室

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
❶
は
電

話
で
動
物
園
へ
、
❷
❸
❹
は
郵
便
は
が

き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
６
頁
）

を
書
い
て
、
動
物
園
（
〒
080
・

0846
緑
ケ

丘
２
番
地
、
☎
24
・
２
４
３
７
）
へ
。

❹
は
郵
便
は
が
き
１
枚
で
１
組
申
し
込

み
可
能
。
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、「
申

込
時
の
記
載
事
項
」
の
ほ
か
に
参
加
者

全
員
の
氏
名
、
年
齢
を
追
記
。

❶
お
び
Ｚズ

ー

ｏ
ｏ
ト
ー
ク
カ
フ
ェ　

　

飲
み
物
を
片
手
に
飼
育
員
の
話
を
聞

く
ト
ー
ク
カ
フ
ェ
。
テ
ー
マ
は
「
園
長

が
み
た
動
物
園
の
ヒ
ミ
ツ
」
で
す
。

日
２
月
18
日
㈰
、
14
時
～
15
時

定
先
着
30
人

申
込
期
間
２
月
１
日
㈭
～
17
日
㈯

❷
小
学
生
の
１
日
飼
育
係

　

午
前
は
飼
育
体
験
、
午
後
は
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
動
物
の
適
応
に
つ
い
て
学
ぶ
。

対
小
学
４
～
６
年
生

日
２
月
24
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
12
人

申
込
期
間
１
月
25
日
㈭
～
２
月
８
日
㈭

❸
大
人
の
１
日
飼
育
係

　

飼
育
係
の
仕
事
を
体
験
し
、
動
物
園

の
果
た
す
役
割
を
考
え
る
。

対
18
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

日
３
月
３
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
抽
選
４
人

申
込
期
間
２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭

❹
春
の
裏
側
探
検
隊

　

動
物
舎
の
裏
側
を
見
る
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
。
今
回
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
キ
リ

ン
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、
ア
シ
カ
舎
を

回
る
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

日
３
月
10
日
㈯
、
14
時
～
15
時
30
分

定
抽
選
45
人

申
込
期
間
２
月
８
日
㈭
～
22
日
㈭

チ
ー
ズ
づ
く
り
体
験
研
修

（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

　

地
場
産
の
生
乳
を
使
っ
た
加
工
体
験
。

日
①
２
月
17
日
㈯
、
②
３
月
３
日
㈯
、

い
ず
れ
も
10
時
～
16
時

定
各
先
着
10
人

費
各
３
０
０
０
円

場
・
申
・
問
①
２
月
９
日
㈮
、
②
23
日

㈮
ま
で
に
、
電
話
で
畜
産
物
加
工
研
修

セ
ン
タ
ー
（
八
千
代
町
西
４
線
、
☎

60
・
２
５
１
４
）
へ
。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

講　座　名 日　程
ワード 2013 活用（同一文書の各種デザイ
ンなど） 毎

週
火
・
木

午前

ステップアップワード２ 午後
ワード・エクセル活用（スマートアート
文書・データベース関数など） 夜間

エクセル 2013 活用（データベース関数） 毎
週
水
・
金

午前

ステップアップエクセル２ 午後
就職や進学にも！資格・スキルアップ
ワード２ 夜間



■ 8 ■広報おびひろ　平成 30 年２月号対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

リラクゼーション室のお知らせ　リラクゼーション室の開室時間は、毎週、月・金曜日、13 時～ 17 時（一般開放、16 時 30 分までに入室）、火曜日、
18 時～ 20 時（予約制）です。２月 12 日（振）は休みです。　問健康推進課（東８南 13、保健福祉センター内、☎ 25・9721）

30
分
～
15
時
30
分
）

定
各
先
着
①
②
④
15
人
、
③
20
人
、
い

ず
れ
も
初
め
て
の
人
優
先

費
材
料
費
な
ど
の
実
費

申
込
期
間
２
月
19
日
㈪
～
３
月
９
日
㈮

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
教
室

　

心
身
障
害
者
（
児
）
の
健
康
な
体
づ

く
り
と
交
流
に
よ
り
自
立
心
を
養
う
。

対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
を
持
つ
小
・
中
学
生
（
特
別
支

援
学
級
通
級
者
も
可
）
と
そ
の
家
族

日
２
月
17
日
㈯
、
13
時
～
15
時

場
帯
広
の
森
体
育
館
（
南
町
南
７
線
56
、

帯
広
の
森
運
動
公
園
内
）

定
先
着
30
人
程
度

申
・
問
２
月
13
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で

障
害
福
祉
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・

４
１
４
８
）
へ
。

健
康
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電

話
で
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

へ
。

◆
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
講
座

　

ミ
ニ
講
話
と
簡
単
な
体
操
や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
行
う
。

対
市
内
在
住
の
18
歳
以
上

定
各
先
着
40
人

・
み
ん
な
で
考
え
よ
う
健
康
づ
く
り

日
２
月
３
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

申
込
期
限
２
月
２
日
㈮

・
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

日
２
月
14
日
㈬
、
10
時
～
11
時
30
分

申
込
期
限
２
月
13
日
㈫

◆
ス
ト
レ
ス
と
心
の
健
康
に
つ
い
て
の

講
座
「
あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
ス
ト
レ
ス

が
変
わ
る
」　　
　
　

　

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法
や
自
分
の
考

え
方
の
癖
を
知
り
、
気
分
が
楽
に
な
る

博
物
館
講
座
「
フ
ィ
ー
ル
ド
の
な

か
の
博
物
館
」

　

岡お
か
に
わ庭
義よ
し
ゆ
き行
氏（
帯
広
大
谷
短
期
大
学
）

が
、
ア
ラ
ス
カ
の
先
住
民
や
そ
の
文
化

に
つ
い
て
、
現
地
で
の
最
新
の
調
査
を

も
と
に
解
説
す
る
。

日
２
月
17
日
㈯
、
14
時
～
16
時

場
・
問
百
年
記
念
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎

24
・
５
３
５
２
）

ス
ポ
ー
ツ

体
験
レ
ッ
ス
ン（
３
回
目
）

　

各
教
室
の
お
試
し
レ
ッ
ス
ン
。

対
市
内
在
住
の
①
２
～
４
歳
児
と
保
護

者
、
②
18
歳
以
上
、
③
50
歳
以
上
、
④

年
中
児
に
当
た
る
幼
児
～
小
学
２
年
生

日
３
月
９
日
㈮
、
①
お
や
こ
水
泳
教
室
、

10
時
～
10
時
50
分
、
②
プ
ー
ル
サ
イ
ド

ヨ
ガ
、
12
時
～
12
時
50
分
、
③
50
歳
か

ら
の
水
泳
教
室
、
12
時
～
12
時
50
分
、

④
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
、
16
時
～
16
時
50

分定
各
先
着
①
③
④
20
人
、
②
10
人

場
・
申
・
問
３
月
４
日
㈰
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
の
森
市
民

プ
ー
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線
56
番

地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎
47
・

３
６
３
０
）
へ
。

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

帯
広
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
普
及
指
導

員
に
よ
る
、
基
礎
中
心
の
初
心
者
教
室
。

対
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

日
３
月
１
日
～
20
日
の
火
・
木
曜
日
、

全
６
回
、
18
時
～
20
時

定
抽
選
40
人

費
２
４
０
０
円

場
・
申
・
問
２
月
15
日
㈭
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
６
頁
）
を
書
い
て
、
明
治
北
海
道
十

勝
オ
ー
バ
ル
（
〒
080
・

0856
南
町
南
７
線

56
番
地
、
帯
広
の
森
運
動
公
園
内
、
☎

49
・
４
０
０
０
）
へ
。

親
子
体
力
づ
く
り
練
習
会

　

運
動
や
水
遊
び
、
バ
ス
遠
足
な
ど
を

通
じ
て
、
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図

る
と
と
も
に
、
仲
間
づ
く
り
を
す
る
。

対
平
成
30
年
６
月
時
点
で
３
歳
以
上
の

未
就
学
児
と
保
護
者
で
、
１
年
間
通
し

て
参
加
で
き
る
人

日
４
月
17
日
～
翌
年
３
月
19
日
の
火
曜

日
、
月
４
回
程
度
、
10
時
～
12
時

定
抽
選
20
組

費
２
６
５
０
円

場
・
申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
３
月
20
日

㈫
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」（
６
頁
）

を
書
い
て
、
総
合
体
育
館
（
〒
080
・

0030

大
通
北
１
丁
目
１
、
☎
22
・
７
８
２
８
）

へ
。

健
康
・
福
祉

子
育
て
支
援
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
問
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７

２
２
）

◆
乳
幼
児
健
診
の
お
知
ら
せ

　

対
象
日
は
個
別
通
知
を
確
認
。
受
け

付
け
は
12
時
20
分
～
13
時
15
分

・
５
カ
月
児
健
診
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　

健
診
に
来
ら
れ
な
く
て
も
、
希
望
者

に
は
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ

日
２
月
６
日
㈫
、
20
日
㈫
、
28
日
㈬

・
１
歳
６
カ
月
児
健
診

対
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ

日
２
月
14
日
㈬
、
22
日
㈭
、
27
日
㈫

・
３
歳
児
健
診

対
平
成
27
年
１
月
生
ま
れ

日
２
月
１
日
㈭
、
８
日
㈭
、
21
日
㈬

◆
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
向
け
講
座

　

妊
娠
中
の
人
と
、
赤
ち
ゃ
ん
を
育
児

中
の
母
親
を
対
象
に
、
専
門
職
に
よ
る

講
話
の
ほ
か
、
悩
み
相
談
に
も
応
じ
る
。

各
回
10
時
～
11
時
10
分
。

申
定
員
が
あ
る
も
の
は
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
各
申
し
込
み
先
へ
。

◆
ほ
ん
わ
か
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室

　

妊
娠
中
の
栄
養
の
お
話
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
風
呂
に
入
れ
る
練
習
、
パ
パ
の
妊

婦
体
験
な
ど
、
出
産
・
育
児
を
学
ぶ
。

対
７
月
に
初
出
産
予
定
の
夫
婦

日
３
月
11
日
㈰
、
13
時
～
15
時
30
分

申
２
月
19
日
㈪
～
３
月
７
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
子
育
て
支
援
課
へ
。

高
齢
者
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
高
齢
者
福
祉
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎

65
・
４
１
４
５
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
の
症
状
や
接
し
方
な
ど
を
学

び
、
認
知
症
の
人
を
地
域
で
見
守
る
応

援
者
を
養
成
す
る
。

日
①
２
月
16
日
㈮
、
10
時
～
11
時
30
分
、

②
27
日
㈫
、
18
時
30
分
～
20
時

場
①
光
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
７
南

21
）、
②
市
庁
舎

定
各
先
着
30
人

申
①
２
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬
、
②
２
月

１
日
㈭
～
23
日
㈮
ま
で
に
、
高
齢
者
福

祉
課
へ
。

◆
認
知
症
・
家
族
の
集
い
「
茶
話
会
」

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
交
流
会
。
介
護
を
終
え
た
人
や
、
認

知
症
の
人
と
一
緒
の
参
加
も
可
能
。
手

伝
い
が
必
要
な
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
２
月
22
日
㈭
、
13
時
30
分
～
15
時

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

費
１
０
０
円

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

場
・
申
・
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
害
者
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
０
１
、
Ｆ
25
・

９
７
０
３
）
へ
。

◆
聴
覚
障
害
者
学
級
～
高
齢
者
の
た
め

の
健
康
料
理
～

　

野
菜
た
っ
ぷ
り
で
健
康
的
な
料
理
を

作
る
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
者
あ
り
。

対
市
内
在
住
の
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人

日
２
月
18
日
㈰
、
10
時
～
12
時
30
分

定
先
着
16
人

費
４
０
０
円

申
込
期
間
１
月
30
日
㈫
～
２
月
９
日
㈮

◆
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
前
期
）

の
受
講
生
募
集　

　

初
め
て
の
人
は
募
集
前
の
見
学
が
可

能
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

つ
人

日
い
ず
れ
も
４
月
～
９
月
の
各
曜
日
、

全
16
回
、
①
書
道
（
火
曜
日
10
時
～
12

時
）、
②
陶
芸
（
火
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分
）、
③
卓
球
（
水
曜
日
10
時

～
12
時
）、
④
革
工
芸
（
水
曜
日
13
時

も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
学
ぶ
。

日
２
月
６
日
㈫
、
10
時
～
11
時
30
分

定
先
着
40
人

申
込
期
限
２
月
５
日
㈪

募

　
　
集

帯
広
の
森
市
民
農
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

貸
付
期
間
４
月
１
日
か
ら
１
年
以
上
５

年
以
内
（
年
単
位
）

貸
付
区
画
数
・
面
積
54
区
画
、
33
～
65

平
方
メ
ー
ト
ル

費
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
年
間

２
０
０
円

申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬
ま
で

に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
都
市
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ

館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
、
Ｆ

67
・
５
７
２
０
、
☎
36
・
８
０
９
５
）

へ
。
申
込
用
紙
は
、
２
月
１
日
㈭
以
降

に
農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７
階
）、
各

コ
ミ
セ
ン
、
サ
ラ
ダ
館
、
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー（
川
西
町
基
線
61
）
で
配
布
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

可
能
。

平
成
30
年
度
北
海
道
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

市
内
で
生
活
必
需
品
の
小
売
価
格
調

査
や
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
。

対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
１
年
を

通
じ
て
活
動
可
能
な
人

定
選
考
６
人
（
予
定
）

報
酬
月
額
１
８
０
０
円
（
予
定
）

申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
14
日
㈬
ま
で
に
、

応
募
用
紙
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
安

心
安
全
推
進
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南

７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎

65
・
４
１
３
２
）
へ
。
応
募
用
紙
は
安

心
安
全
推
進
課
で
配
布
の
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷
可
能
。

日時／場所・申込先／講座名 対象

①２月８日（木）、② 26 日（月）
①第１子を妊娠中の人
　（先着５人）
②第１子で１歳までの赤ちゃ
　んと保護者

地域子育て支援センター
①いなだ 【食】

（西 15 南 40、☎ 48・2206）
②すずらん 【歯】

（柏林台西町５、☎ 36・2388）
２月 23 日（金） 妊娠中の人、１歳までの赤

ちゃんと保護者（先着10人）
※上のお子さんも参加可能
ですが、託児はありません。

保健福祉センター 【食】
（東８南 13、☎ 25 ･ 9722）

【食】＝ママと赤ちゃんの食事講座
【歯】＝ママと赤ちゃんの歯っぴい講座



■ 9 ■ 広報おびひろ　平成 30 年２月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

２月 12 日（月）「建国記念の日」の振替休日は通常通りごみを収集します　月曜日収集地区の人は午前９時までに分別ルールに基づいて、決められた
ごみステーションに出してください。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

ポ
ス
タ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
期
間
、
市
施
設
に
設
け
た
「
ポ
ス

タ
ー
広
告
掲
出
欄
」
の
広
告
主
を
募
集
。

①
市
庁
舎

募
集
枠
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
広
告
、
１
階
待

合
ロ
ビ
ー
広
告
、
各
５
枠

費
１
カ
月
当
た
り
６
３
０
０
円

②
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

募
集
枠
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
広
告
２
枠
、
階

段
壁
面
広
告
１
枠

費
１
カ
月
当
た
り
４
０
０
０
円

申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫
ま
で
に
、

①
は
総
務
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・

４
１
０
０
）、
②
は
社
会
課
（
市
庁
舎

２
階
、
☎
65
・
４
１
４
６
）
へ
。

平
成
30
年
度
学
校
開
放
事
業
の

登
録
受
け
付
け

　

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、

ス
ポ
ー
ツ
事
業
お
よ
び
文
化
事
業
を
行

う
団
体
に
学
校
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

利
用
時
間
や
料
金
な
ど
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す

る
10
人
以
上
の
団
体

◆
ス
ポ
ー
ツ
事
業

開
放
場
所
市
内
小
・
中
学
校
29
校
の
体

育
館
な
ど

申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬
ま
で
に
、

申
請
書
と
団
体
名
簿
、
誓
約
書
を
、
直

接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
（
市
庁
舎
８
階
、

☎
65
・
４
２
１
０
）
へ
。

◆
文
化
事
業

開
放
場
所
市
内
小
学
校
７
校
の
音
楽
室

な
ど

申
・
問
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬
ま
で
に
、

申
請
書
と
団
体
名
簿
、
団
体
規
約
を
直

接
ま
た
は
郵
送
で
、
文
化
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎

８
階
、
☎
65
・
４
２
０
９
）
へ
。

案

　
　
内

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知
の

記
載
内
容
と
発
送
月
が
変
更

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
平
成
29

年
の
確
定
申
告
か
ら
医
療
費
控
除
の
申

告
に
使
用
可
能
と
な
る
（
２
頁
参
照
）

こ
と
に
伴
い
、
平
成
30
年
以
降
に
郵
送

す
る
通
知
か
ら
「
支
払
っ
た
医
療
費
の

額
」
の
記
載
を
追
加
し
、
郵
送
月
を
偶

数
月
か
ら
奇
数
月
に
変
更
し
ま
す
。
３

月
か
ら
郵
送
を
開
始
（
通
知
診
療
月
10

～
12
月
）
し
、
そ
れ
以
降
は
隔
月
で
２

カ
月
分
の
診
療
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４

１
３
８
）

種
別
変
更
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
（
会

社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶

者
）
は
次
の
時
に
、
第
１
号
被
保
険
者

に
切
り
替
え
を
し
て
、
保
険
料
を
納
付

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出

を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
減
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
け

出
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
配
偶
者
の
退
職
や
死
亡
に
よ
り
被
扶

養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
▼
離
婚

に
よ
り
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
▼
第
３
号
被
保
険
者
の
収
入
超
過

に
よ
り
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

と
き
▼
第
２
号
被
保
険
者
で
年
金
受
給

権
の
あ
る
配
偶
者
が
65
歳
に
到
達
し
た

と
き 

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配

偶
者
に
な
る
と
き
は
、
会
社
員
や
公
務

員
な
ど
の
勤
務
先
へ
届
け
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

問
戸
籍
住
民
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎

65
・
４
１
４
３
）、
帯
広
年
金
事
務
所

（
西
1
南
1
、
☎
25
・
８
１
１
３
、
音

声
案
内
２
→
２
） 

軽
自
動
車
な
ど
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日
時
点
の
所

有
者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
の
で
、
軽

自
動
車
や
原
付
バ
イ
ク
な
ど
を
廃
車
、

売
却
、
譲
渡
し
た
と
き
は
速
や
か
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

死
亡
し
た
人
名
義
の
軽
自
動
車
を
、

相
続
し
て
使
用
す
る
場
合
は
名
義
変
更

の
手
続
き
を
、
使
用
し
な
い
場
合
は
抹

消
手
続
き
を
、
３
月
30
日
ま
で
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
２
５
０
Ｃ
Ｃ
超
の
バ
イ
ク
の

手
続
き
場
所
は
帯
広
運
輸
支
局
で
す
が
、

別
途
帯
広
地
区
軽
自
動
車
協
会
ま
た
は

市
民
税
課
ま
で
軽
自
動
車
税
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・

４
１
１
９
）

と
か
ち
帯
広
空
港
の
長
期
駐
車
は

届
け
出
を

　

と
か
ち
帯
広
空
港
の
駐
車
場
に
２
週

間
以
上
駐
車
す
る
場
合
は
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
２
階
に
あ
る
「
長
期
駐
車
申
込

書
」
を
記
入
し
て
、
受
け
付
け
箱
へ
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、車
は
南
側
ま

た
は
第
２
駐
車
場
に
駐
車
願
い
ま
す
。

問
空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
、
☎

64
・
５
３
２
０
）

季
節
労
働
者
等
生
活
資
金
貸
付
金

　

提
出
書
類
な
ど
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
市
内
在
住
の
季
節
労
働
者
で
、
次
の

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

▼
雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者
で
特
例

一
時
金
の
支
給
を
受
け
た
人
、
ま
た
は

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、
資
格
喪

失
確
認
通
知
書
の
発
行
を
受
け
て
い
る

求
職
者
登
録
を
し
て
い
る
人
▼
生
計
維

持
者
で
、
原
則
、
扶
養
家
族
が
い
る
人

▼
就
労
す
る
ま
で
の
生
活
が
困
難
な
人

▼
連
帯
保
証
人
が
い
る
人

返
済
方
法
６
月
～
翌
年
１
月
ま
で
の
８

回
払
い
。
１
月
中
の
貸
し
付
け
は
、
12

月
ま
で
の
７
回
払
い

貸
付
限
度
額
一
世
帯
15
万
円
ま
で

利
息
無
利
子

申
・
問
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
直
接
、
工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７

階
、
☎
65
・
４
１
６
８
）
へ
。

嘱託職員・臨時職員の募集案内

嘱
託
職
員

臨
時
職
員

募集開始時に内容が一部変更になる場合があります。詳細は、各担当
課が作成する、募集要項を確認するか、問い合わせください。
※「賃金」欄の金額は、４月以降に任用した場合の額です。（予定）

職種 主な業務内容 賃金 募集人数 任用期間 応募方法 応募期限 面接試験 担当課

嘱託職員各種 複数の職種について、２月初旬に募集要項を職員課・総合案内・ハローワークなどに設置するほか、市ホームページ・
ハローワークインターネットサービスに掲載します。

職員課（市庁舎５
階、☎ 65・4107）

配膳業務員および
給食費収納事務員

配膳業務：学校に配送された給食物資を各学級へ配膳・回収　収納業務：給食費の納付・督励などの事務
学校給食センター

（〒 080・0856
南町南８線 42-3、
☎ 49・1900）

月額 
４～６万円
程度

若干名
４月１日～翌年３月31日

（任用期間を更新する
場合あり）

ハローワークの紹
介状と履歴書を郵
送または直接、学
校給食センターへ

２月 23 日
（金）（必着）

別途
お知らせ

します

職種 主な業務内容 賃金 募集人数 任用期間 応募方法 応募期限 面接試験 担当課
小中学校  校務員

（事務）（用務）
校務員（事務）：接客、印刷、清掃業務　校務員（用務）：校舎内外の清掃、環境整備、施設・設備の補修など 企画総務課（市庁舎

８階、☎ 65・4201）募集を行う場合は、２月初旬に募集要項を企画総務課などで配布するほか、市ホームページに掲載

生活介助員
（1 日勤務）

身体に障害のある児童生徒の学校生活における生活介助※勤務時間は学校によって異なる

学校教育課
（市庁舎８階、

☎ 65・4203）

日額 7380 円

30人程度
４月６日～９月 30 日

（翌年３月まで任用期
間を更新する場合あ
り）
春・夏・冬休みは勤
務割り振りなし

ハローワークの紹
介状と履歴書を直
接、学校教育課へ

（看護師は看護師
免許証の写しも提
出）

２月２日（金）
～ 16 日（金）

２月24日（土）、
26 日（月）

生活介助員
（7 時間勤務） 日額 6664 円

生活介助員
（看護師、1 日勤務） 日額 9590 円

生活介助員
（看護師、7 時間勤務） 日額 8659 円

生活介助員
（看護師、4 時間勤務） 日額 4948 円

特別支援教育補助員
学習困難な児童生徒の支援・補助
※勤務時間は学校によって異なる

時給   952 円 60人程度

保育士

入所児童の保育、保護者の支援、地域子育て家庭の支援
こども課

（〒 080・8670
西５条南７丁目１、
市庁舎３階、☎
65・4159）

日額 7730 円 若干名 ４月１日～翌年３月31日
のうち 11 カ月

履歴書と保育士証
の写しを郵送また
は直接、こども課
へ

２月９日
（金）（必着）

２月１日（木）
～17 日（土）の
期 間 中、 個 別
に実施（面接日
時は別途通知）

学校給食調理員
（常時勤務）

学校給食調理業務、調理機器などの洗浄作業ほか
学校給食センター

（〒 080・0856
南町南８線 42-3、
☎ 49・1900）

日額 7730 円 若干名
４月１日～翌年３月31日
のうち 11 カ月程度

ハローワークの紹
介状と履歴書を郵
送または直接、学
校給食センターへ

随時
受け付け

別途
お知らせ
します

学校給食調理員
（隔月勤務） 日額 7730 円 若干名

事務補助

各種事務作業の補助（パソコン操作あり）
職員課

（市庁舎５階、
☎ 65・4107）日額 6800 円

必要の都度、採用予定日のおおむね20日前にハローワークを通じて求人を行うので、
希望する人はハローワークで求人情報を確認するか、問い合わせください。なお、
応募の際はハローワークの紹介状と自筆の履歴書が必要です。
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２月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、２月14日（水）、28日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
２月７日（水）、21 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎ 37・2311）

個
別
労
働
紛
争
解
決
セ
ミ
ナ
ー

　

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
を
対
象

に
、
解
雇
や
退
職
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
防

止
や
紛
争
解
決
に
関
す
る
講
演
、
労
働

法
関
係
法
令
の
解
説
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
２
月
２
日
㈮
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
（
札
幌
市
北
区

北
８
西
２
）

定
先
着
１
５
０
人

申
・
問
２
月
１
日
㈭
ま
で
に
、
北
海
道

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課（
☎

０
１
１
・
７
０
９
・
２
３
１
１
）
へ
。

地
域
住
民
公
開
講
座

「
知
っ
て
み
よ
う　

緩
和
ケ
ア
」

　

木
村
陽
氏
（
緩
和
支
持
治
療
科
）
を

講
師
に
、
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
当

日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
２
月
６
日
㈫
、
14
時
～
15
時

場
・
問
帯
広
厚
生
病
院
が
ん
相
談
支
援

科
（
西
６
南
８
、
☎
24
・
４
１
６
１
）

所
得
税
の
還
付
申
告
無
料
相
談
会

　

還
付
申
告
者
（
給
与
所
得
者
・
年
金

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
４月号掲載の受付締め切りは２月16日（金）です。

広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）問い合わせ

みんなの広場

▷問　安心安全推進課（市庁舎３階、☎ 65・4132）

「訪 問販売お断り」ス
テッカーを無視して
訪問勧誘をされたら
　北海道消費生活条例では、

「訪問販売お断り」ステッ
カーを玄関の見えやすいと
ころに貼っているのに、無
視して勧誘を行うと条例違
反となります。悪質な訪問
勧誘をされたら、帯広市消
費生活アドバイスセンター
へ相談してください。

心　  全メモ安 安

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　費＝費用　申＝申し込み

石
せき

斧
ふ

ふるさと
見聞録

　

 

「
矢や

尻じ
り

に
劣
ら
ず
、
こ
の
地

球
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
雷ら
い

斧ふ

で
あ
る
。」
江

戸
時
代
に
来
日
し
た
オ
ラ
ン
ダ

人
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
滞
在

中
に
集
め
た
石
斧
（
石
で
作
っ

た
斧お
の

）
を
紹
介
し
な
が
ら
こ
う

解
説
し
て
い
ま
す
。「
雷
斧
」
と

は
、
当
時
、
石
斧
が
天
か
ら
落

ち
て
き
た
雷か
み
な
り
さ
ま様の
斧お
の

と
信
じ
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

　

石
斧
は
硬
い
も
の
を
切
っ
た

り
、
削
っ
た
り
す
る
道
具
な
の

で
、
う
ま
く
切
り
込
め
る
よ
う
、

滑
ら
か
で
き
れ
い
に
磨
か
れ
て

い
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

材
料
も
厳
選
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
十
勝
で
は
日
高
の
山
中
の

限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
産
出
し

な
い
石
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

石
斧
作
り
は
大
変
で
、
磨
き

上
げ
る
の
に
何
時
間
も
か
か
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
縄
文
人
は

相
当
な
労
力
を
使
っ
て
石
斧
を

手
に
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。
壊
れ
た
石
斧
の
再
加

工
品
も
よ
く
見
つ
か
る
た
め
、

貴
重
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ

う
で
す
。

　

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
島

の
奥
地
に
暮
ら
す
人
々
の
間
で

は
か
つ
て
、
結
婚
が
決
ま
る
と

お
嫁
さ
ん
に
な
る
人
の
家
に
、

さ
ら
に
手
間
を
か
け
た
特
別
仕

様
の
石
斧
を
贈
る
習
慣
が
あ
っ

た
と
記
録
が
あ
り
ま
す
。
縄
文

人
に
も
、
特
別
な
贈
り
物
に
さ

れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　おびひろ動物園の鳥類舎では、けがなどの理由で保護された野鳥を飼育しています。
　平成28年６月に網走管内で負傷していたところを保護された「アオバト」も、その一羽です。
　初めは人が見ていない時にしか餌を食べず、人が近づくと翼で攻撃してくるなど神経質
な一面を見せていましたが、最近は、飼育員の前で好物のバナナを食べたり、「アオー、ア
オー」と鳴いたりします。翼にけがの後遺症があって飛べないため、いつもお気に入りの枝
の上にちょこんと座っていて、その姿はとても愛らしいです。
　鮮やかな色の体と特徴的な鳴き声を持ちながらも、その警戒心の強さから、野生では観
察することが難しいアオバトですが、鳥類舎では間近で観察することができます。驚かせ
ないよう静かに見守ってくださいね。

動物園のいまをお届け

怖がりなので静かに見守ってね
「アオバト」

▷問　動物園（緑ケ丘２、☎ 24・2437）
　飼育担当  森谷 有紗

レター

●出生地：網走管内（推定）
●保護日：平成28年6月
●性格：臆病、慎重　●好物：バナナ

縄文時代の石斧
（小型品で長さ8.8センチ
 帯広市大正８遺跡）石斧

ステッカーは、市
庁舎、消費生活ア
ドバイスセンター
にあるので、ご利
用ください。

ピ
ン
ポ
ー
ン

帯広市消費生活アドバイスセンター
（西４南13、とかちプラザ内）

☎22・8393（火～土曜日、10時～17時）

貴
金
属
を
安
く

買
い
取
っ
て
や
ろ
う

ス
テ
ッ
カ
ー
貼
っ
て

い
る
の
に
…
困
る

写真・文／百年記念館
　　　　　山原  敏朗

それ
条例違反!!
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▷帯広市急病テレホンセンター（☎ 0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（薔 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS ☎ 011・221・8699）休日・夜間の急病は

所
得
者
）を
対
象
と
し
た
相
談
会
で
す
。

当
日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
２
月
７
日
㈬
～
９
日
㈮
、
９
時
30
分

～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
税
理
士
会
帯
広
支
部
（
☎

24
・
０
７
５
１
）

２
月
８
日
は
エ
コ
銭
湯
の
日

（
北
海
道
実
施
事
業
）

　

２
月
８
日
㈭
に
対
象
施
設
に
行
く

と
、
大
人
２
０
０
円
、
保
護
者
同
伴
の

12
歳
未
満
（
２
人
ま
で
）
は
無
料
で
入

浴
で
き
ま
す
。

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

対
十
勝
管
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

申
・
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話
で

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児

は
申
し
込
み
時
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
の

相
談
に
弁
護
士
が
応
じ
ま
す
。

日
２
月
９
日
㈮
、
い
ず
れ
も
13
時
～
15

時
の
間
で
１
人
30
分

定
先
着
４
人

申
込
期
限
２
月
２
日
㈮

◆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
、

上
手
な
付
き
合
い
方
を
学
び
ま
す
。

日
２
月
27
日
㈫
、
13
時
～
15
時

定
先
着
20
人

申
込
期
限
２
月
20
日
㈫

平
成
29
年
度
第
４
回
道
営
住
宅

入
居
者
募
集（
帯
広
圏
内
の
住
宅
）

　

随
時
募
集
の
住
宅
も
あ
る
の
で
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
２
月
９
日
㈮
～
12
日

（振）

抽
選
会
場
十
勝
合
同
庁
舎（
東
３
南
３
）

申
・
問
エ
ー
ワ
ン
ホ
ー
ム
（
西
８
南
13
、

☎
22
・
２
０
１
３
）
へ
。

エ
コ
パ
探
検
隊「
足
跡
み
つ
け
た
い
」

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
園
内
散
策

し
、
動
物
の
足
跡
な
ど
を
観
察
し
ま

す
。小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

日
２
月
10
日
㈯
、
９
時
45
分
～
12
時

費
５
０
０
円

定
先
着
20
人

場
・
申
・
問
十
勝
エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク

（
音
更
町
十
勝
川
温
泉
南
18
、
☎
32
・

６
７
８
０
）
へ
。

国
立
小
樽
海
上
技
術
学
校

平
成
30
年
度
生
徒
募
集

　

３
年
間
で
船
舶
職
員
を
養
成
す
る
教

育
機
関
の
入
試
を
行
い
ま
す
。

受
検
資
格
中
学
校
卒
業
以
上
（
平
成
30

年
３
月
に
卒
業
見
込
み
）

一
般
入
試
２
月
11
日
㈷

定
30
人

場
・
申
・
問
２
月
６
日
㈫
ま
で
に
、
郵

送
で
同
校
教
務
課
（
〒
047
・

0156
小
樽
市

桜
３

‒

21

‒

１
、
☎
０
１
３
４
・
54
・

２
１
２
２
）
へ
。

認
知
機
能
低
下
を
予
防
す
る
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム｢

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
験
会｣

　

認
知
症
予
防
に
、
有
酸
素
運
動
と
脳

活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
同
時
に
行
う

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
体
験
会
を
開
催
し
ま

す
。運
動
で
き
る
服
装
と
上
履
き
持
参
。

日
２
月
10
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
当
日
先
着
30
人
（
見
学
自
由
）

問
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
の
会
（
☎
０
５
０
・

３
７
４
０
・
４
２
８
３
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会（
予
約
制
）

　

多
重
債
務
、
相
続
の
手
続
き
、
登
記
、

成
年
後
見
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
２
月
20
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
・
問
２
月
14
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
で

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
０
８
０
０
・
８
０
０
・

３
９
４
６
）
へ
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
受
け
付
け
ス
タ
ー
ト

　

確
定
申
告
会
場
は
、
２
月
16
日
㈮
か

ら
開
設
し
ま
す
。

日
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日
㈭
の
平

日
、
９
時
～
16
時

場
・
問
帯
広
税
務
署
（
西
５
南
６
、
☎

24
・
２
１
６
１
）

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

遺
言
・
相
続
・
贈
与
・
成
年
後
見
手

続
き
、
会
社
設
立
、
公
正
証
書
作
成
な

ど
の
相
談
に
行
政
書
士
が
応
じ
ま
す
。

日
２
月
22
日
㈭
、
10
時
～
15
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
行
政
書
士
会
十
勝
支
部
（
☎

27
・
１
９
７
７
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
急
募

　

海
外
か
ら
日
本
に
来
る
高
校
生
、
留

学
生
を
約
10
カ
月
間
受
け
入
れ
ら
れ
る

家
庭
を
募
集
し
ま
す
。（
短
期
間
で
も
可
）

対
市
内
お
よ
び
近
郊
に
在
住
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
留
学
生
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
家
庭

申
・
問
２
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
Ａ
Ｆ
Ｓ

帯
広
市
支
部
・
畔あ
ぜ

津つ

（
西
17
南
36
、
☎

０
９
０
・
２
０
７
０
・
８
１
３
２
）
へ
。

自
分
に〝
合
う
〞を
見
つ
け
る
！

就
活
ス
タ
ー
ト
ガ
イ
ド

　

就
職
支
援
の
専
門
家
が
、
福
祉
職
場

へ
の
就
職
活
動
に
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
お
話
し
し
ま
す
。

対
福
祉
職
場
へ
の
就
職
に
関
心
の
あ
る

人
、
学
生

日
２
月
25
日
㈰
、
10
時
～
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
30
人

申
・
問
２
月
23
日
㈮
ま
で
に
、
社
会
福

祉
協
議
会
・
人
材
バ
ン
ク
（
☎
27
・
２

５
２
５
）
へ
。

不
登
校
を
語
る
親
の
会「
時と

き

塾じ
ゅ
く

」

　

親
の
心
の
持
ち
方
や
将
来
を
見
据
え

た
進
路
な
ど
を
分
か
ち
合
い
学
び
ま
す
。

当
日
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
学
校
へ
行
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
子
ど

も
の
保
護
者

日
２
月
24
日
㈯
、
13
時
30
分
～
15
時

場
Ｗウ

イ

ー
Ｅ
Ｗ
と
か
ち
（
西
21
南
３
）

費
１
家
庭
３
０
０
円

問
Ｗ
Ｅ
Ｗ
と
か
ち
・
若
菜
（
☎
０
９
０
・

６
９
９
３
・
３
４
４
９
）

帯
広
駐
屯
地
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

帯
広
駐
屯
地
内
に
あ
る
「
十
勝
飛
行

場
」
周
辺
の
一
定
地
域
内
で
は
、
航
空

法
に
よ
り
高
さ
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

制
限
空
間
内
で
建
物
な
ど
の
建
設
・

設
置
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
使
用
す
る
際

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
帯
広
駐
屯
地
業
務
隊
管
理
科
（
☎

48
・
５
１
２
１
）

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

北
海
道
内
で
事
業
を
営
む
使
用
者
お

よ
び
そ
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
北
海
道
最
低
賃
金

が
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
時
間
額
８
１
０
円

問
北
海
道
労
働
局
帯
広
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
22
・
８
１
０
０
）

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に
最
低

限
必
要
な
供
給
予
備
力
３
％
以
上
を
確

保
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
引
き
続
き

「
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電
」
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
ほ
く
で
ん

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
電
力
帯
広
支
店
（
☎
24
・

５
１
６
１
）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▷問　図書館（西２南 14、☎ 22・4700）
　今月は児童書から、言葉を探す絵本を紹介します。

図書館の  　オススメ

　「あ」から「ん」までの
ひらがな。「あ」で始ま
る言葉には、どんなも
のがあるかな？ あまが
える、あさひ、あひる、
あどばるーん、あめ…。

一文字につき一場面が描かれているので、それぞれ
の文字から始まる言葉を、絵本の中から子どもと
一緒に探してみてください。こだわりと遊び心いっ
ぱいの一冊です。

著　者…西村　繁男
出版社…福音館書店

『あからん』

（表紙画像許諾済）

対象施設 住　所 電　話
君乃湯温泉 西５南32 ☎ 48・2435
光南温泉 東２南19 ☎ 23・7353
自由ヶ丘温泉 自由が丘４ ☎ 35・1126
白樺温泉 白樺16西12 ☎ 36・2821
水光園 東10南５ ☎ 23・4700
たぬきの里 西５南15 ☎ 21・2683
朋の湯温泉 西11南15 ☎ 24・1238
柏林湯 柏林台南町７ ☎ 34・2378
ローマノ福の湯 東９南12 ☎ 22・0456
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と
か
ち
帯
広
空
港
か
ら
全
国
へ

空
港
乗
継
割
引
が
お
得

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月 1 回発行　   ※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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日
本
航
空
、
全
日
本
空
輸
で
は
、
同

一
航
空
会
社
の
便
で
、
出
発
日
中
に
乗

り
継
ぐ
場
合
、
乗
継
割
引
を
設
定
し
て

い
る
路
線
が
あ
り
ま
す
。

　

と
か
ち
帯
広
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を

乗
り
継
ぎ
す
る
飛
行
機
の
利
用
に
は
、

乗
継
割
引
運
賃
が
お
得
で
便
利
で
す
。

日
本
全
国
18
空
港
が
対
象

　

乗
継
割
引
設
定
路
線
は
、
と
か
ち
帯

広
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を
経
由
す
る
大

阪
（
伊
丹
・
関
西
）
や
名
古
屋
、
小
松
、

福
岡
な
ど
、
全
国
18
路
線
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。（
１
月
16
日
現
在
）

　

予
約
期
限
が
28
日
前
、
７
日
前
、
当

日
の
３
種
類（
一
部
未
設
定
区
間
あ
り
）

か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乗
継
地
で
の
搭
乗
手
続
き
不
要

荷
物
は
最
終
目
的
地
で
受
け
取
り

　

乗
り
継
ぎ
利
用
の
場
合
は
、
出
発
空

港
で
最
終
目
的
地
ま
で
の
搭
乗
手
続
き

（
ス
ル
ー
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
）が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
出
発
空
港
で
預
け
た
荷
物
は
、

航
空
会
社
に
よ
り
乗
継
便
へ
載
せ
換
え

ら
れ
、
最
終
目
的
地
で
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

乗
継
空
港
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
グ

ル
メ
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
で
大
き
な
荷
物

を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ

な
乗
り
継
ぎ
で
時
間
を
有
効
に
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
と
か
ち
帯
広
空
港
と
羽
田
空
港
間
の

Ａ
Ｎ
Ａ
便
は
、
エ
ア
・
ド
ゥ
と
の
共

同
運
航
便
と
な
り
ま
す
。

※
販
売
座
席
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

※
航
空
券
購
入
後
の
予
約
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
提
携
航
空
会
社
の
機
材
お
よ
び
乗
務

員
で
運
航
す
る
共
同
運
航
便
を
利
用

す
る
区
間
も
あ
り
ま
す
。

市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎 週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション

（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15～９：20
おびひろ広報メモ

（F M-WING76.1MHz） ９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、Ｆ23・0156、 report@city.
obihiro.hokkaido.jp）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

と
か
ち
観
光
誘
致
空
港
利
用
推
進
協
議
会
事
務
局
（
泉
町
西
９
線
、

空
港
事
務
所
内
、
☎
64
・
５
３
２
０
）

問
い
合
わ
せ

　 普 段 は 入 れ な
い 学 校 給 食 セ ン
タ ー の 調 理 室 や
洗 浄 室 を 探 検 す
る ツ ア ー 付 き の
イベント、「冬休
み 親 子 で 給 食 づ
くり」に９組23人
の 親 子 が 参 加 し
ま し た。 一 度 に
1000人分の調理ができる釜と大きなへらを使って実際に
野菜を炒める体験に、子どもたちは大喜び。普段学校で
食べている給食がどのように作られているのかを学んだ
り、親子で協力して行う給食づくり実習を通して、食の
大切さを学んでいました。（12 月 27 日、学校給食センター）

　 雪 空 の 中 、 午前
10時 30分の開門と
同時に大勢のファン
が 帯 広 競 馬 場 に 入
場。平原太鼓の生演
奏がとどろく中、ば
んえい騎手が来場者
一人ひとりに縁起物
のお菓子を手渡しました。場内ではお雑煮の振る舞いな
ど正月らしいファンサービスが行われ、競馬ファンや家
族連れでにぎわいました。１日から５日までの発売額は
10億円を上回り、５日間連続開催を行っている過去４年
間での最高額を記録しました。（１月１日、帯広競馬場）

オビヒロカメラレポ 冬休み 親子で給食づくり

ばんえい競馬正月開催

　消防職団員や来賓など約 490 人が参列し、毎年
恒例の新春を飾る帯広市消防出初式が開催されま
した。消防職団員や消防車両による分列行進のあ
と、鳩を放つ放

ほうきゅう

鳩式や市内の保育園児によるバルー
ンリリース、帯広鳶

とび

土工事業組合の若鳶会による
伝統的な木

き や

遣りやはしご乗りのセレモニーが行わ
れ、消防職団員の防火活動への士気を高めました。
　地域の皆さんに信頼され活動できるよう、災害
のない安全・安心なまちづくりを目指して、決意
を新たにしました。（１月５日、消防庁舎前） 火の用心の法被を着て参加する園児

決意を新たに
災害のないまちづくり

日本航空
☎ 0570・025・071

全日本空輸
☎ 0570・029・222

航空券の予約などは
各航空会社へ

とかち帯広空港

羽田空港
（乗り継ぎ）

中
国

関
西

九
州
沖
縄

中
部

四
国
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